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資料№３ 

令和5年度デジタル田園都市国家構想交付金及び 

まち・ひと・しごと創生寄附活用事業（企業版ふるさと納税） 

の効果検証（案）について 
 

１ 趣  旨 

本市では、平成27年度から国の地方創生関係交付金を、また、令和2年度からは企業版

ふるさと納税を活用した取り組みを実施しており、その効果を測るため、外部有識者等

で構成される本委員会において、意見聴取も含め、交付金実施計画に記載の重要業績評

価指標（ＫＰＩ）や、総合戦略に記載の数値目標等の達成度の検証を行うもの。 

 

２ 交付金及び企業版ふるさと納税活用事業（効果検証対象事業） 

⑴ デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ） 

本市の総合戦略に位置付けた、自主的・主体的、先導的な取り組みで、国の支援を 

受けて実施したもの。 

① 環境ＳＤＧｓおおがき推進事業（令和4年度から開始） 

1) 基本事項 

担当所属 環境衛生課 

総合戦略 

施策体系 

（該当箇所） 

基本目標 ４ 広域連携による魅力あるまちづくり 

基本施策 ⑴ つながり、支えあえる地域づくり 

具体的方策 ② 互いの魅力を生かした人の流れの創生 

 

2) 事業内容 

事業内容 

環境ＳＤＧｓの単なる周知・啓発に留まらず、全世代へ環境ＳＤＧｓ

の輪を広めるとともに、市民等の自発的な取り組みを促すため、ＳＤＧ

ｓを共に学び・考え・行動するための効果的なイベント等を市民・市内

事業者と協働で実施した。 

事業主体 大垣市、大垣市環境市民フェスティバル実行委員会 

実施方法 □直接実施  ■委託  ■補助  □負担  □その他（   ） 

予 算 額 16,200,000円 

決 算 額 16,199,910円 

交付金額 8,000,000円（交付対象経費の1/2） 

※ 予算額・決算額・交付金額は、令和5年度の金額を記載。（決算額は見込額） 
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3) 事業の成果等 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

№ 指標名 基準値 
目標値 

（R5） 

実績値 

（R5） 

1 
事業を通じたＳＤＧｓの取り

組みの提案件数 
－ 3件 5件 

2 事業への参加人数 － 2,500人 5,792人 

3 
事業を通じた環境ＳＤＧｓ推

進人材の養成人数 
－ 10人 7人 

事業効果 地方創生に効果的であった（一部目標以上を達成） 

事業の評価 

ＳＤＧｓを共に学び・考え・行動するための効果的なイベント等を市

民・市内事業者と協働で実施することができており、事業を通じたＳＤ

Ｇｓの取組みの提案件数及び事業への参加人数は目標以上を達成してい

る。引き続き、市民・市内事業者が、市のことを自分ごととして捉え、自

ら考え・行動するためのきっかけとなるよう、本事業を広く効果的に展

開し、地方創生に向けた持続可能なまちづくりの基盤となる「人材の確

保・育成」を図る。 

 

⑵ デジタル田園都市国家構想交付金（デジタル実装タイプ） 

  デジタルを活用した地域の課題解決や魅力向上の実現に向け、他地域で既に確立さ

れた優良モデルを実装する等の取り組みで、国の支援を受けて実施したもの。 

① 証明書自動交付サービス普及促進事業（令和5年度単年事業） 

1) 事業内容 

担当所属 情報企画課 

事業内容 

コンビニ交付サービスと同等の機能を有する証明書自動交付機を

市役所1階に設置するとともに利用方法等を支援する補助員を配置

し、コンビニ交付サービスやマイナンバーカードの利便性の周知・

啓発、窓口混雑の緩和を図った。 

事業主体 大垣市 

実施方法 ■直接実施  □委託  □補助  □負担  □その他（   ） 

予 算 額 7,200,000円 

決 算 額 4,790,538円 

交付金額 1,852,567円（交付対象経費の1/2） 

※ 予算額・決算額・交付金額は、令和5年度の金額を記載。（決算額は見込額） 
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2) 事業の成果等 

重要業績 

評価指標 

（ＫＰＩ） 

№ 指標名 基準値 
目標値 

（R5） 

実績値 

（R5） 

1 
証明書等のコンビニ交付発行

件数（件） 

15,000 

(R3) 
25,000 32,071 

2 
導入する自動交付機による証

明書等発行件数（件） 
- 2,500 5,384 

3 
証明書等発行のコンビニ交付

割合（％） 

10 

（R3） 
16.7 22.1 

4 
次回はコンビニにて発行する

と回答した利用者の割合（％） 
- 70.0 87.0 

5 
自動交付機利用に満足した利

用者の割合（％） 
- 70.0 80.7 

事業効果 地方創生に非常に効果的であった（目標以上を達成） 

事業の評価 

発注方法等を見直し執行額を抑えつつも、各評価指標は全て目標以

上を達成しており、費用対効果の高い事業となった。整備した機器は、

市役所1階にて令和6年度以降も運営を継続するため、市民のマイナン

バー利活用促進に向け、周知啓発を図るなど継続的な取り組みを進め

ていく。 
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⑶ 企業版ふるさと納税活用事業 

本市の総合戦略に位置付けた取り組みで、市外に本社がある法人からの寄附（企業 

版ふるさと納税を適用）を受けて実施したもの。 

① 環境ＳＤＧｓおおがき推進事業（環境ＳＤＧｓおおがき未来創造事業） 

1) 基本事項 

担当所属 環境衛生課 

総合戦略 

施策体系 

（該当箇所） 

基本目標 ４ 広域連携による魅力あるまちづくり 

基本施策 ⑴ つながり、支えあえる地域づくり 

具体的方策 ② 互いの魅力を生かした人の流れの創生 

2) 事業内容 

事業内容 

環境をテーマとしたＳＤＧｓの取り組みを一層進めるため、次代を担

う西濃地域の高校生を対象とした環境ＳＤＧｓ未来講座を開催し、「住

みたくなる、働きたくなる」大垣の未来について提案をもらう。 

事業主体 大垣市、大垣市環境市民フェスティバル実行委員会 

実施方法 □直接実施  ■委託  □補助  □負担  □その他（   ） 

予 算 額 8,000,000円 

決 算 額 8,000,000円 

寄附金額 1,000,000円 （内訳）株式会社クリエストン 1,000,000円 

※ 予算額・決算額・寄附金額は、令和5年度の金額を記載。（決算額は見込額） 

3) 事業の成果等 

総合戦略の 

数値目標等 

№ 指標名 基準値 
目標値 

（R5） 

実績値

（R5） 

1 西美濃地域の製造業従業者数 48,675人 48,800人 49,956人 

参考 新規高等学校卒業者（西濃圏域）の地元就職の割合 66.0％ 67.6％ 59.1％ 

事業効果 地方創生に効果的であった（一部目標以上を達成） 

事業の 

評 価 

高校生世代が将来にわたって「住みたくなる、働きたくなる」大垣の未来

について考え、「選ばれつづけるまちおおがき」を実現するため、高校生が

講座を通して学んだ内容を発表、提案する成果発表会を実施した。（大垣東

高等学校 ほか6校が参加） 

従業者数は数値目標以上を達成したが、地元就職の割合は下回った。引き

続き次代を担う高校生を対象としたとした環境ＳＤＧｓ未来講座等を地域企

業等と連携して実施し、地元就職への興味・関心向上の取り組みの充実を図

る。 
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② 戦略的中心市街地活性化推進事業（大垣駅通りフェス事業補助金） 

1) 基本事項 

担当所属 商工観光課 

総合戦略 

施策体系 

（該当箇所） 

基本目標 ２ 元気があるまちづくり 

基本施策 ⑶ 地域の魅力を生かしたにぎわいの創出 

具体的方策 ① 観光の振興 

2) 事業内容 

事業内容 

手作り雑貨や衣料品・食品などの販売、西美濃地域の企業による物販

や展示などにより、中心市街地の賑いを創出し、地域活性化を図る「オ

オガキストリートフェスティバル」を実施した。 

事業主体 大垣市商店街振興組合連合会、大垣観光協会、ＪＡにしみの 

実施方法 □直接実施  □委託  ■補助  □負担  □その他（   ） 

予 算 額 4,000,000円 

決 算 額 3,641,264円 

寄附金額 600,000円（内訳）株式会社セントラル 300,000円 富士観光株式会社 300,000円 

※ 予算額・決算額・寄附金額は、令和5年度の金額を記載。（決算額は見込額） 

3) 事業の成果等 

総合戦略の 

数値目標等 

№ 指標名 基準値 
目標値 

（R5） 

実績値

（R5） 

1 社会増減（5ヵ年の累計） 142人 
1,200人 

（R2～R5累計） 

▲207人 

（R2～R5累計） 

参考 観光客数 273万人 294万人 171万人 

事業効果 地方創生に効果があった（目標達成に向け順調に推移） 

事業の 

評 価 

「元気があるまちづくり」に位置付けられた本事業は、にぎわいづくりを

推進する事業である。令和5年はオオガキストリートフェスティバルとして、

6万人の集客があり（令和4年比1.2倍）、ＫＰＩである観光客数について、コ

ロナ禍で下がった誘客を大きく戻すための一事業として実施することができ

た。引き続き、さらなる取り組みの充実を図る。 

※「観光客数」の年度別実績値⇒R3：55万人、R4：92万人、R5：171万人 
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③ 奥の細道むすびの地記念館イベント事業（おおがき芭蕉楽市事業補助金） 

1) 基本事項 

担当所属 商工観光課 

総合戦略 

施策体系 

（該当箇所） 

基本目標 ２ 元気があるまちづくり 

基本施策 ⑶ 地域の魅力を生かしたにぎわいの創出 

具体的方策 ① 観光の振興 

2) 事業内容 

事業内容 
奥の細道むすびの地記念館への観光客誘客促進のため、大垣観光協会

会員によるグルメや子供向けイベントを開催した。 

事業主体 大垣観光協会 

実施方法 □直接実施  ■委託  □補助  □負担  □その他（   ） 

予 算 額 4,500,000円 

決 算 額 4,500,000円 

寄附金額 100,000円（内訳）ジャパンエレベーターサービス東海株式会社 100,000円 

※ 予算額・決算額・寄附金額は、令和5年度の金額を記載。（決算額は見込額） 

3) 事業の成果等 

総合戦略の 

数値目標等 

№ 指標名 基準値 
目標値 

（R5） 

実績値

（R5） 

1 社会増減（5ヵ年の累計） 142人 
1,200人 

（R2～R5累計） 

▲207人 

（R2～R5累計） 

参考 観光客数 273万人 294万人 171万人 

事業効果 地方創生に効果があった（目標達成に向け順調に推移） 

事業の 

評 価 

「元気があるまちづくり」に位置付けられた本事業は、にぎわいづくりを

推進する事業である。令和5年は芭蕉楽市として、1万3千人の集客があり（令

和4年比2.4倍）、ＫＰＩである観光客数について、コロナ禍で下がった誘客

を大きく戻すための一事業として実施することができた。引き続き、さらな

る取り組みの充実を図る。 

※「観光客数」の年度別実績値⇒R3：55万人、R4：92万人、R5：171万人 
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⑶ 企業版ふるさと納税活用事業（年度繰越しする事業）について 

令和5年度に企業版ふるさと納税として寄附を受けた事業のうち、令和6年度に繰り

越した次の2事業については、事業の完了後に第3期水の都おおがき創生総合戦略の数

値目標にて、令和7年度に効果検証をするもの。 

① 中学校グラウンド改修事業（江並中学校） 

1) 基本事項 

担当所属 教育委員会事務局庶務課 

第3期総合戦略 

施策体系 

（該当箇所） 

基本目標 １ 子育て日本一を実感できるまちづくり 

基本施策 ⑶ 未来を担う子どもの成長への支援 

具体的方策 ④ 健全な心と体の育成 

2) 事業内容 

事業内容 
屋外での授業に支障を来さないように、土質を改良し、排水性の高い

グラウンドに改修する。 

事業主体 大垣市 

実施方法 ■直接実施  □委託  □補助  □負担  □その他（   ） 

予 算 額 85,000,000円 

寄附金額 20,000,000円（内訳）フタムラ化学株式会社 20,000,000円 

※ 予算額・寄附金額は、令和5年度の金額を記載。（決算額は見込額） 

 

② 江東小学校屋内運動場改築事業 

1) 基本事項 

担当所属 教育委員会事務局庶務課 

第3期総合戦略 

施策体系 

（該当箇所） 

基本目標 １ 子育て日本一を実感できるまちづくり 

基本施策 ⑶ 未来を担う子どもの成長への支援 

具体的方策 ④ 健全な心と体の育成 

2) 事業内容 

事業内容 
体育館について、教育環境の充実や防災機能の強化を図るため、建替

えを行う。 

事業主体 大垣市 

実施方法 ■直接実施  □委託  □補助  □負担  □その他（   ） 

予 算 額 601,500,000円 

寄附金額 30,000,000円（内訳）フタムラ化学株式会社 30,000,000円 

※ 予算額・寄附金額は、令和5年度の金額を記載。（決算額は見込額） 

 


